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【発熱、のどの痛み、咳などの症状があり受診したい場合は】　かかりつけ医や身近な医療機関へ事前に電話（必ず症状を伝達）、または千葉県発熱相談コールセンター
☎0570-200-139（24時間）へ

▲砂田地区での話し合いの様子

　農業従事者の高齢化や後
継者不足などは、印西市に
限らず全国的な問題です。
今後は各集落で、農地と集
落をどのように守っていく
のか話し合い、考えていく
ことが必要です。
　現在、市内のいくつかの
集落では、有志の皆さんが中心となった話し合いが進み、集落全農家を対
象とした意向調査も行われ、議論が深まっています。
　「話し合いの場を設けたい」などの希望がありましたら、市・県・土地改
良区などの関係機関が協力しますので、ご相談ください。
問農政課振興係☎33-4488

農地と集落を守るために
将来の地域の農業について考えてみませんか

　社会福祉協議会（以下、社協）ってよく聞くけど、どんなことをしているのか知り
たくて、竹袋にある印西市社会福祉協議会（以下、印西市社協）を訪ね、教えてもら
いました。
　社協は全国、都道府県、市町村単位にあり、地域福祉の推進を目的として、誰も
が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、困りごとや課題の解決に向けて、地
域住民や社会福祉関係者の参画を得ながら活動する社会福祉法人とのこと。
　印西市社協では、具体的に次のようなことをしているそうです。
　①地域を8つの支部社協に分け、ふれあい給食やふれあいサロンをはじめとする、
支部ごとのさまざまな活動（詳細は広報紙「ふくし印西」NO.129）②ごみ出しなど
のちょっとした困りごとを地域ボランティアが有償で解決する、気がねいらずのワ
ンコインサービスやゆうゆうサービスなどの支え合い活動（協力会員・ボランティア募集中）③ボランティア活動の普及促

進や活動支援④福祉サービスの利用や生活の不安をサポートするための日常生活自立支援事業
や生活福祉資金の貸し付け、専門の相談員による無料の「心配ごと相談」⑤福祉体験学習や講
師の派遣⑥車いす・福祉車両の貸し出しや外出支援サービス
　その他にも、介護サービス、福祉作業所コスモスの運営、声の広報の発行、ワーク・ライフ
サポートセンターでの相談・支援、成年後見制度の周知、総合福祉センターの管理・運営な
ど、多岐にわたる内容に大変驚きました。皆さんも何か困ったときは、ぜひ相談してくださ
い。きっと解決の糸口が見つかると思います。
問印西市社会福祉協議会（総合福祉センター内）☎42-0294

印西市社会福祉協議会って
なぁに?

「心配ごと相談」の専門相談員の皆さん

広報レポーター
橋本千代子（岩戸）

今年度の各月の
レポートはこちら▶ ▲事務室で仕事をする職員の皆さん

開放施設の概要
開放施設 開放日 開放時間

校庭（小学校） 土曜・日曜日、祝日、休業日   9:00 ～ 17:00

体育館
小学校

土曜・日曜日、祝日、休業日   9:00 ～ 21:30
平日 18:00 ～ 21:30

中学校 毎日 18:00 ～ 21:30
柔剣道場（中学校） 毎日 18:00 ～ 21:30

対次の全てに該当する非営利団体
・市内在住・在勤・在学でスポーツを行う10人以上で構成
・成人の団体責任者(1人)と管理責任者(2人)を置くことができる
申1月20日㈮までに申請書（市ホームページ掲載）を下記へ
※申請は1年分。令和4年度登録団体には申請書を郵送します
問スポーツ振興課振興係☎42-8417

生涯スポーツの推進を図るため、学校教育に支障のない範囲で小中学校の体育施設を開放しています。
　利用には登録が必要です。なお、旧宗像・本埜第二小学校も開放します。

令和5年度 団体登録の受け付け開始
学 校 体 育 施 設 開 放

※学校により、利用できない施設、時間、活動種目あり

紙でお手元に
　毎月1日・15日に発行し、新聞折り込みで配布しているほか、公共
施設や駅などにも設置しています。また、郵送などで自宅へお届けす
ることもできますので、希望する場合はご連絡ください。なお、市外
へ転出した場合は送付できません。
インターネットで手軽に
●市ホームページから
　パソコンなら文字を拡大したり、関連情報を検索したりすることも
できます。バックナンバーも掲載しています。
●スマートフォン・タブレット端末用アプリ
「マチイロ」から
　発行日にお知らせ（プッシュ通知）が届きま
す。利用は無料（通信料は利用者負担）です。

問秘書広報課広報広聴係
　☎42-5117を読むには

▲市ホームページ ▲マチイロ
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